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環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。

【
文
教
厚
生
委
員
会
】

期
日
▼
平
成
24
年
７
月９

日
〜
11
日

場
所
▼
香
川
県
高
松
市
・
愛
媛
県

　
　
　

今
治
市
・
松
山
市

内
容
▼
高
松
市
で
は
、「
保
育
所

へ
の
芸
術
士
派
遣
事
業
」
に
つ
い

て
、
視
察
し
ま
し
た
。

　

当
事
業
は
、
芸
術
系
大
学
の
卒

業
生
な
ど
を「
芸
術
士
」と
し
て
保

育
園
・
幼
稚
園
に
派
遣
し
、
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
と
連
携
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
絵
画
や
造
形

な
ど
自
由
な
表
現
活
動
の
手
助
け

等
を
行
う
も
の
で
、
表
現
の
楽
し

さ
、面
白
さ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
意
欲
や
好
奇
心
が

養
わ
れ
る
な
ど
、
高
い
教
育
効
果

が
見
込
ま
れ
る
事
業
で
し
た
。

　

今
治
市
で
は
、「
子
育
て
支
援

事
業
」
に
つ
い
て
、視
察
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
17
の

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
特
に
、

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
シ
ョ
ッ

プ
事
業
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
を
つ
く

る
た
め
、
地
域
全
体
で
応
援
す
る

取
組
み
が
確
立
さ
れ
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
体
制
が
整
っ
て

い
る
事
例
で
し
た
。

　

松
山
市
で
は
、「
こ
ど
も
リ
ー

ダ
ー
ズ
事
業
」
に
つ
い
て
、
視
察

し
ま
し
た
。

　

当
事
業
は
、
共
通
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
互
い
に
協
力
し
て
課
題
を

解
決
し
た
り
、
野
外
活
動
な
ど
の

取
り
組
み
の
中
か
ら
、
リ
ー
ダ
ー

に
望
ま
れ
る
能
力
を
育
て
、
次
代

を
担
う
気
概
と
自
覚
を
持
た
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
通
じ
て
、
他
で
は
得
難

い
経
験
を
基
に
、
児
童
会
や
生
徒

会
の
中
心
と
し
て
活
躍
す
る
な
ど
、

効
果
が
出
て
お
り
、
当
市
に
お
い

て
も
参
考
に
な
る
事
業
で
し
た
。

【
環
境
経
済
委
員
会
】

期
日
▼
平
成
24
年
７
月９

日
〜
11
日

場
所
▼
北
海
道
札
幌
市
・
滝
川
市

　
　
　

江
別
市

内
容
▼
当
委
員
会
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
・
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
先
進

地
で
あ
る
北
海
道
で
、
そ
れ
ら
の

利
点
や
課
題
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
た
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

札
幌
市
で
は
、
ビ
ン
・
缶
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
等
の
資
源
物
を
個
々
に

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ
う
選
別

す
る
施
設
「
中
沼
資
源
選
別
セ
ン

タ
ー
」
を
、
滝
川
市
で
は
、
ご
み

を
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
と
と

も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
利
用

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
リ
サ

イ
ク
リ
ー
ン
」
と
い
う
施
設
を
視

察
し
ま
し
た
。
江
別
市
で
は
酪
農

学
園
大
学
で
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
干
場

学
群
長
の
貴
重
な
お
話
や
、
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
牛
舎
な
ど
の
バ
イ

オ
プ
ラ
ン
ト
研
究
施
設
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。

　

生
ご
み
か
ら
バ
イ
オ
ガ
ス
を
回

収
し
発
電
を
行
う
な
ど
、
化
石
燃

料
の
枯
渇
抑
制
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
反
面
、
生
ご
み
の
回
収
量
が

減
る
と
バ
イ
オ
ガ
ス
の
回
収
量
も

減
る
、
ま
た
、
利
用
し
終
わ
っ
た

バ
イ
オ
マ
ス
を
循
環
利
用
す
る
た

め
の
土
地
が
必
要
に
な
る
な
ど
の

課
題
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
ど
う
克
服
し
、
本
市

の
環
境
行
政
に
役
立
て
る
か
、
当

委
員
会
で
は
引
き
続
き
研
究
・
調

査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
都
市
建
設
委
員
会
】

期
日
▼
平
成
24
年
７
月９

日
〜
11
日

場
所
▼
北
海
道
夕
張
郡
由
仁
町

　
　
　

名
寄
市
・
旭
川
市

内
容
▼
由
仁
町
で
は
、「
優
良
田

園
住
宅
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て
、
視
察
し
ま
し
た
。

　

当
事
業
は
、
担
い
手
不
足
や
耕

作
放
棄
地
の
増
大
等
の
課
題
を
抱

え
る
農
村
地
域
に
と
っ
て
、
定
住

の
促
進
や
交
流
の
拡
大
等
、
新
た

な
地
域
づ
く
り
と
し
て
期
待
さ
れ

る
制
度
で
あ
り
、
農
村
景
観
に
配

慮
し
た
緑
化
対
策
や
周
辺
の
既
存

居
住
者
と
の
連
携
や
融
和
等
、
良

好
な
居
住
環
境
の
形
成
が
見
込
ま

れ
る
事
例
で
し
た
。

　

名
寄
市
で
は
、「
風
連
本
町
地

区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
」

つ
い
て
、
視
察
し
ま
し
た
。

　

風
連
市
街
地
は
、
地
区
内
の
建

物
の
老
朽
化
と
同
時
に
購
買
力
が

流
出
し
、
市
街
地
商
店
街
の
賑
わ

い
と
活
力
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

再
開
発
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

便
利
で
生
活
し
や
す
い
市
街
地

中
心
部
の
実
現
は
、
地
区
内
外
か

ら
様
々
な
形
で
来
訪
者
の
増
加
に

繋
が
っ
て
お
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
成
功
例
と
呼
べ
る
も
の
で

し
た
。

　

旭
川
市
で
は
、「
北
彩
都
あ
さ

ひ
か
わ
整
備
事
業
」
に
つ
い
て
、

視
察
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
事
業
は
、
空
洞
化
が
進
む
旭

川
市
の
中
心
部
で
、
鉄
道
の
高
架

化
や
橋
梁
の
整
備
に
よ
り
、
分
断

さ
れ
て
い
る
南
北
の
交
通
を
円
滑

化
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
自
然

と
調
和
し
た
魅
力
あ
る
空
間
の
創

出
の
た
め
、
国
・
道
・
市
が
協
働

し
た
事
業
で
す
。

　

自
然
と「
ま
ち
」が
調
和
し
た
ま

ち
づ
く
り
は
、
今
後
の
各
種
事
業

の
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

常
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委
員
会

―
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政
視
察
―


